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第２６回中学生の一日人権擁護委員意見発表会
１１月５日（土）に国分寺公民館で行われた「一日人権擁護委員意見発表会」で、本校代表

として３年２組の中島優生さんが「人のつながり」と題し、小学生の頃の祖父のエピソードと
石中での「学び合いの授業」を通して考えた「人と人との温かなコミュニケーションの大切さ」
について発表しました。原稿を見ずに聴衆に向けて、一言一言、語りかけるようなスピーチで、
大変素晴らしかったです。石中生の皆さん、中島さんの作文を掲載しますので、よりよい社会
を創造するために、私たちにできることを考えるきっかけにしてください。（裏面に写真掲載）

「人のつながり」 中島 優生

「警察を呼びますよ」
祖父に向けられた言葉だった。怖かった。
私が小学生の頃、祖父母宅に泊まりに行った。その日は皆で外食することになった。祖父はおしゃ
べりが好きで、この日もそうだった。どこかに出かけた際には、必ずいろいろな人に話しかけていた。
しかし、この日はいつもと違ってお酒が入っており、相手の男の子が反応しなくても、話しかけること
をやめなかった。男の子の親が、きっとそれを嫌に感じたのだろう。祖父の目の前にやってきて
「警察を呼びますよ。」
冷たい声でそう言った。目の前で聞いていた私は、怖くて仕方がなかった。祖母は祖父を落ち着か
せるために止めに入る。しかし止まらない。怒った祖父と相手の会話が怖くて、外で妹と一緒にただ
ただおびえていた。
私は、確かに祖父が一方的だったと思っている。しかし相手の対応は冷たかった。私はしだいに、

人に話しかけるのが怖くなった。この時、私は祖父はひどい人だと思ってしまったが、今思うと、人に
話しかけることはその人の自由であり、私は祖父の人権を尊重していなかった。もちろん相手にも人
権はあることは分かっているが、軽蔑の目で祖父に言葉を発する姿は怖かった。今でも鮮明に記憶
に残っている。
一人一人の人権とは何だろうか。これは難しい問題だと思う。祖父の出来事があってから、私は

祖父と距離をおいていた。すぐに人に話しかける祖父に対して、相手がどのような対応を取るのかハ
ラハラするのが嫌だったからである。
しかし、今は祖父の話しかける行為は、もう嫌ではなくなった。中学生になって、人と人が交流す

ることがどんなに大切になことかが分かったからだ。授業では、隣の座席の友達やグループの仲間と
話し合う場面が多くある。話し合うこと、いやほんの少し話すことでも、自分の考えが深まることを知
った。このような経験を通して、人と人との関係を深めている祖父の力はすごいなと思うようになり、
祖父の行動が理解できるようになった。
小さい頃の私は、年を取った人たちへの無意識の差別があったのかもしれない。世の中の技術が

どんどん進んでいく中で、若い人たちと昔の人との考え方や価値観が合わないことがある。祖父は、
「昔は皆に話しかけるのが当たり前だったのになあ。」とつぶやく。一人一人に､それぞれ生きてきた
中での考え方や捉え方がある。私の祖父のように、人と人の関係をもっと深められたらよいと考えて
いる。そのために私も、少しずつ人と人との距離を縮め、関係を深めていきたい。
将来、私はパン屋になりたいと考えている。私は料理など、何かを作るのが得に好きで、それを通

じて誰かに喜んでもらえることが、私にとっての幸せだと気づいた。パン屋には温かい雰囲気や親し
みやすさがあり、人と人とがつながることができる素晴らしい場所だ。このような環境の中で、パンを
通じた何気ない会話を通して、人と人との関係を深めていきたい。祖父の積極的に人に話しかける
という行動を見習いながら、人と人の関係を深めていきたい。
人権というものに対して、私たちはどう考え、どう向き合っていくことができるのか。世の中にはいろ

んな人がいて、話しかけると温かく返してくれる人もいれば、あまり良く思わない人もいる。いろいろな
考え方をもっているので、交流が難しいときもある。しかし、人と人との温かなコミニュケーションの在
り方は、私たち現代人に与えられた大きな課題だと思う。



原稿を見ずにしっかり発表できました

一日人権擁護委員委嘱「たすき授与」の場面

ケーブルテレビのインタビューの場面

【輝石祭ゼミ活動を通して】
新学習指導要領では「主体的・対話的で深い学び」を大切にした学びを創造することが求め

られています。石中の「学び合いの授業」は、仲間との対話を通して、友達の多様な意見を聴
くことで、自分の考えを深めたり、仲間と共に協働することで、一人では解決できない課題を
解決したりしています。一人一台のｉＰａｄのお陰で、皆さんの学びは、「受け身の学び」か
ら「発進型の学び」へと進化しています。
今回の輝石祭のゼミ活動では「ＳＤＧｓ」の１７の目標を達成するために、各縦割りゼミで、

授業では扱えない深いテーマについて、時間をかけて追究しました。まさに「主体的・対話的
で深い学び」の手本のような活動だったと思います。
現代社会は、貧困、紛争、気候変動、感染症。人類は、これまでになかったような数多くの

課題に直面しています。このままでは、人類が安定してこの世界で暮らし続けることができな
くなると心配されています。そんな危機感から、世界中のさまざまな立場の人々が話し合い、
課題を整理し、解決方法を考え、2030 年までに達成すべき具体的な目標を立てました。それが
「持続可能な開発目標(Sustainable Development Goals：SDGs）」です。持続可能とは、何かをし続
けられる、ということです。SDGs は、私たちみんなが、ひとつしかないこの地球で暮らし続け
られる「持続可能な世界」を実現するために進むべき道を示した、つまり、ナビのようなもの
です。
人類はいま、そのナビが示す方向に進めているでしょうか？ そして、みなさん自身はどうで

しょう？さまざまな社会の課題と SDGs とのつながりを知り、
「持続可能な世界を築くためには、何をしたらいいだろう？」
「SDGs の達成のために、自分はどんなことができるだろう？」
一人一人、みんながそれを考えて、行動することが大切であることを、皆さんの発表を聴い

て考えさせられました。
今回の輝石祭で、皆さんが本気で取り組み、本気で発表している姿を見て、未来に大きな希

望がもてました。私も、「自分に与えられた限りある命の時間をどう使うか」＝自分に与えら
れた「使命」を考えて、これからも全力で取り組んでいきたいと決意を新たにしました。


